
   
 

   
 

  ■一般社団法人 鹿児島県作業療法士会 理事会 議事録 

日時：令和６年 9 月１8 日（水）１９：００～ 

場所：Web 会議 

出席者：吉満・藤田・福永・西・田中・柳田・向江・住吉・橋口・黒木・酒井・坂下・壽・中野 

・平嶋・安藤・吉原（50分 議題 2・3） 

 

 

Ⅰ.報告事項 

報告事項 １ 

 提出者：田中有貴 

 士会内で立場：事務局長 

報告：年会費納入状況について 

内容：2024.9.18 現在 総会員数 1184 名中 877 名納入済み（74.1％） 

 

報告事項 ２ 

 提出者：酒井宣政 

 士会内で立場： 企画部理事 

報告： 自動車運転再開に関するパンフレット作製を開始 

 内容：対象者（患者・教習所・OT）を設定し作成していく。 

  

報告事項３ 

提出者： 酒井宣政 

士会内で立場： 企画部理事 

 報告： 11 月 7日（木）15時から指定教習所協会、教習所の職員との合同会議を予定 

 内容：対面とハイブリッド形式で以下の内容を検討する。 

    パンフレットの内容確認、教習所の現状把握（問題の提起）、各指定教習所と OT の連携状況の把握 
  
報告事項４ 

提出者： 酒井宣政 

士会内での立場： 企画部理事 

 報告： 9月 8日の県学会 2日目にパラ eスポーツチームの体験コーナーを設置 

 内容： 

   ・使用備品 

   ゲーミング PC一式（ソフトはストリートファイター6 のダウンロード版） 

   NintendoSwitch 一式（ソフトはマリオカートのパッケージ版） 



   
 

   
 

   フレックスコントローラー２台 

   ジョイスティック２台 

   除菌シートセット２つ 

    

   ・体験人数 
    ３０名（男女ともに体験） 
     
   ・参加者アンケート 
 

 
 
 

 



   
 

   
 

 
 
 
 

 
 

       

 

 

 

 

 



   
 

   
 

  
 

   
報告事項 5 

提出者：中野 宏治  

士会内での立場：学術部理事  

 報告：9 月 7 日～9月 8日の第 33 回鹿児島県作業療法学会に関して  

 内容： 

Ⅰ．県学会 

１．第 33 回鹿児島県作業療法学会 

1)学会長：豊永 峻 氏（鹿児島大学病院） 

2)開催日：令和６年９月 7~８日（土・日） 

3)会場：鶴陵会館 

4) テーマ： 作業療法の評価、治療を見つめなおす 

5)講演 

(1)会長講演：豊栄峻（鹿児島大学）   

(2)特別講演：高橋香代子氏（北里大学）   

(3)教育講演①：野中信宏氏（愛野記念病院）   

(4)教育講演②：西祐樹氏（長崎大学）   

(5)シンポジウム：夏目恵介氏（鹿児島大学病院：主任）  

壱岐尾優太氏（長崎原爆病院）  

6) 学会形式：ハイブリッド開催 

7) 発表形式：ポスター発表（発表者は、５分間の概要を口述形式でプレゼンテーションする。その後 30



   
 

   
 

分 

8)演題関連：演題数 20 演題 

      最優秀賞：北上守俊（鹿児島大学病院） 

演題名：しびれ同調経皮的電気神経刺激と運動療法の併用により生活行為が向   

上した悪性リンパ腫の腕神経叢浸潤の一例 

      優秀賞：松元義彦（鹿児島赤十字病院） 

演題名：当院における自助具作製の実績と傾向－リウマチ性疾患を中心に－ 

9)その他： 

・懇親会：37 名参加 

・eスポーツの展示実施 

・サテライト会場：親子での参加は無し。昼食会場として利用できた 

10)参加人数： 

7 日：現地：134 人 リモート：60人  計：194 

8 日：現地：153 人 リモート：66人  計：219 

2 日間の総計：現地：287人、リモート：126 人  計：413 

参加者の傾向：現地申し込みはほぼ参加していた。リモートで、7 日・8 日の一日申し込みはある程度

参加していた。リモート 2 日申し込みが、かなり参加されていないように見受けられ

た 

11）今後はアンケート結果を分析、運営スタッフからの反省会を行い、次年度学会に備える 

  

Ⅱ．第 34 回鹿児島県作業療法学会 

学会長：前畑 竜郎 氏（大口病院）（令和 7 年度・夏～秋予定） 

 

 

報告事項 6 

提出者：中野 宏治 

士会内での立場：学術部理事  

 報告：学術誌に関して  

 内容：  

Vol.31 

１）特集：テーマ「鹿児島における作業療法士の可能性」 

内容：新しい領域で働いている作業療法士の活動について 

   執筆者（1）司法領域・医療観察病棟：県立姶良病院スタッフ 

      （2）労働領域：坂元ゆかり氏（ハローワークかごしま） 

   →坂元氏が職場の都合で辞退となり、代わりに池田病院の上谷氏が執筆を承諾してくれた。 

    腎機能のリハについてで執筆予定 



   
 

   
 

      （3）市会議員：辻本貴志さん（枕崎市会議員 作業療法士） 

      （4）産業リハ領域：平城氏（Mellow Amami） 

  

２）論文投稿数：現在３題（新規投稿数：０件、査読中２題、採択１題） 

論文投稿の広報を行う 
 

 

報告事項 7 

提出者：中野 宏治  

士会内での立場：学術部理事  

 報告：研究支援事業に関して  

 内容：  

１．研究法研修会：令和６年度研修会テーマ案：5回を予定 

初学者対象、基本は平日夜、19：30～21：00に実施予定 

  

1) 第 2 回研究法研修会予定 

日 時：2024 年 8 月 20 日(火) 19:00〜20:30 （＊18:30〜受付開始） 

タイトル： 日々の臨床から研究を始めよう -研究テーマの決定から研究計画書作成まで－ 

会場：個別 web 

講 師：窪田 正大 氏 (鹿児島大学医学部保健学科作業療法学専攻 教授) 会員番号 3461  

対象者：指定なし 

  内 容：臨床研究の必要性から紐解き、研究テーマの選定方法から研究計画書作成までの流れを解説。

新人にも伝わりやすく、研究に興味を持ってもらえるような、研究の基礎的な内容を解説した 

  参加人数：参加人数：23 名（申込人数：26名） 

  

3)第 3回研究法研修会予定 

研究の流れ（進め方）②：事例を通して研究デザインを学ぶ 

 日時：10月 23 日 18：30～20：00 

会場：個別 web 

講師：鎌田浩明 氏（鹿児島医療医術専門学校） 

対象者：指定なし 

内容：事例を通して研究がどのようなデザインで作られているかを学ぶ。その後、仮想事例を通して研究

デザインを理解する演習を行う。参加者には可能であれば興味のある研究論文を１～２つほど探し

て持参してもらい、演習で使用する。 

  

4) 第４回研究法研修会予定 



   
 

   
 

研究の流れ（進め方）③：研究計画書の書き方、研究計画書の演習 

 日時：12月 6日（金） 

講師：矢野 幸治先生（国立障害者リハビリテーションセンター研究所） 

 

5) 第５回研究法研修会予定 

研究スタイルを事例で学ぶ 

日時：2月予定 

講師：四元孝道氏（九州栄養福祉大学） 

  

２．研究相談会：広報を行う 

  

３．課題研究助成制度： 

1）令和 4 年度 

研究助成承認：加治木温泉病院 藤本皓也氏   

テーマ：中枢神経系疾患を伴う対象者に対し、手指屈曲伸展反復運動時の同時性収縮の評価方法の検討 

期間：令和 4 年 6 月～令和 6年 5月まで 制度を終了した 

6 月に会計報告を提出してもらう予定であったが、遅れている。 

今後は、任意の学会での報告と学術誌作業療法鹿児島に投稿してもらう 

2）令和６年度の募集を広報する 

 
４．脳卒中研修会 

  第 1 回脳卒中研修会 

テーマ：脳卒中上肢についての内容 

講 師：平山氏（岸和田リハビリテーション病院） 会員番号 73309 

  開催日：2024 年 11 月 26日（火）で調整中 

  場 所：個別 Web 

  

Ⅳ．学術部コンテンツ 

  第 33 回県学会のアーカイブの配信を準備している 

 

 

報告事項 8 

  提出者： 西 

士会内での立場： 副会長 

 報告： 8月 27日ワークライフバランス研修会『給料明細の歩き方』について 

 内容：  講師：濱田 英彰(社会保険労務士) 19：00～20：00（18：45～受付） 



   
 

   
 

    申し込み者 20名 参加者 18名 （その他 講師１・スタッフ２名） 

    参加者満足度：満足度：大変満足(50％）・満足（33.3％）・普通(16.7％)  

    今回の内容は 30分と短く、もっと詳しい話を聞きたいとの要望もあり第 2弾も考えたい 

    【参加者の研修開催時間帯要望】 

        
   

     OT協会に求めるもの：相談できるフォーム（61.1％）/気軽に相談できる集まり(55.6％)  
            実技の研修(50％)/評価の研修(33.3％)/知識の研修(50％） 

 

 

 

報告事項 9 

  提出者： 西 

士会内での立場：副会長  

 報告： Instagram運用に関して 

 内容：協会会員の方などが見て役立つコンテンツを増やしたい。 

    ・先輩 OT のおススメ本 

    ・先輩 OT の頭の中（簡単な知識やアドバイス） 

    ・時短テクニック 

    ・各部からの情報 

    Teams で依頼しますので、ご協力よろしくお願いします。 

 

報告事項 10 

  提出者： 坂下 

士会内での立場： 広報部理事 

 報告： ホームページについて 確認 

 内容：サイトマップから閲覧ください 

     https://kagoshima-ot.jp/cms/sitemap/  

     閲 覧 ユ ー ザ ー ： cyber 
      閲覧パス：9720 

https://kagoshima-ot.jp/cms/sitemap/


   
 

   
 

 

① Top ページ 

(ア) スライド写真＞講師依頼＋災害＋LINE＠入会案内＋広報誌 講師依頼紹介写真の提供を 23

日までに提示 

② 一般の方へ 

(ア) 講師紹介ページ 分野が明記されたデータを提供ください。23 日までに提示  

③ OT について 

(ア) 学校紹介 各学校写真の新しいデータをお願いします。23 日までに提示 

④ 活動報告 

(ア) Instagram 埋め込み 

⑤ 研修会 

(ア) 学術誌写真を差し替えます 

(イ) 研修会バックナンバー 

① 3 つリスト表示して以降は別ページで表示 

② イースト朝日にデータ提供を依頼 

③ 広報誌 リスト修正＞リンク 

⑥ 部局紹介 

(ア) 写真データの確認とない部局は提供を 23 日までに提示をお願いします。 

⑦ 関連団体、資格リンクのページをテストページの提示を確認 

      

報告事項 11 

  提出者：福永、橋口 

  士会での立場：副会長、理事 

  内容：地域事業支援課 地域包括ケア推進班 F ブロック合同研修会「自分の住む地域に作業療法を           

届けよう！～地域作業療法のいろは～」開催されます。 

  主 催：地域包括ケア推進班 F ブロックの各県作業療法士会（九州・沖縄）  
  共 催：日本作業療法士協会 地域社会振興部地域事業支援課 地域包括ケア推進班  
  講 師：地域包括ケア推進班  
      三浦 晃先生（副班長、宮城県作業療法士会) 
           加納 彰先生（副班長、静岡県作業療法士会）  
  開催方式：ミーティングアプリ「Zoom」を使用したオンライン研修 定 員：300 名  
  参 加 費：日本作業療 法士協会会員、都道府県士会会員：無料 
 
報告事項 12 

提出者：柳田信彦   
士会内での立場：教育・学術局理事   



   
 

   
 

 報告：令和 6 年度公開講座に関して   
 内容：公開講座の参加人数 138 名（うち一般・他職種 24 名） 

 詳細については後日、報告します 

 

Ⅱ.議案  

議案１ 

 提出者：田中有貴 

 士会内で立場：事務局長 

 議案：新入会員について（8名） 

    大栄拓未（ｵｵｴ ﾀｸﾐ）医療法人クオラ 

    山口しのぶ（ﾔﾏｸﾞﾁ ｼﾉﾌﾞ）よしの訪問看護ステーション 

    井 口 功 也 （ ｲ ｸ ﾞ ﾁ  ｺ ｳ ﾔ ） 自 宅 
    宮本千紘（ﾐﾔﾓﾄ ﾁﾋﾛ）クオラリハビリテーション病院 再入会 

        小 玉 修 （ ｺ ﾀ ﾞ ﾏ  ｵ ｻ ﾑ ） 自 宅 
    井 之 上 美 凛 （ ｲ ﾉ ｳ ｴ  ﾐ ﾘ ﾝ ） 今 村 総 合 病 院 
    砂 田 大 地 （ ｽ ﾅ ﾀ ﾞ  ﾀ ﾞ ｲ ﾁ ） メ ン タ ル ホ ス ピ タ ル 鹿 児 島  再 入 会 
    大野ひとみ（ｵｵﾉ ﾋﾄﾐ）自宅 再入会 

 決議事項：承認 

  

議案２ 

 提出者：吉原武史・住吉賢一  

 士会内で立場：認知症チーム部長、事業部理事  

 議案：県の認知症施策における地域支援事業参画について 

    県庁訪問、今後の地域支援事業参画について進捗状況 

決議事項：活動を始める前には事前に報告をしていただく 

           

 

議案３ 

提出者：吉原武史・住吉賢一  

士会内での立場：知症チーム部長、事業部理事  

 議案：公開講座の開催について 

  対面での公開講座として１月に開催。高知県より２名の講師を招聘するため交通費負担増。年間２回予

定していた研修会を１回に減らすなど対策を講じたが予算不足となっている。年度初めの予算計画

の時点で予算不足は想定されていたが、補正予算による調整が可能であるとのことであり予算を削

減した事業計画を立案していた。上記の理由から補正予算の申請をご検討ください。併せて、講師

の D 基準について承認いただきたく存じます。 



   
 

   
 

 決議：公開講座「認知症と共に-私らしい暮らしを考える-」 

    補正予算の申請について補正予算圧縮（会議費等）する必要あり（25 万程度） 

    講師陣の講演時間を延長していただくよう検討 

    一般の方への参加を促すため広報する必要あり（新聞、広報掲示板等） 

    チラシ代としては数万円程度 

    会場のキャパシティーが小さいため会場変更も検討してはどうか 

 

             
              
 
           
 
 

 

議案４ 

提出者： 酒井宣政 

士会内での立場： 企画部理事 

議案：西之表市ゲーミングフェスティバルブース出展 

 

開催日時：令和 6 年 10 月 6 日（日） 9：00～16：00 

場 所：西之表市 市民会館 



   
 

   
 

  対象者：一般市民 

  依頼内容：パラ e スポーツ体験コーナーの設置 

      ※昨年も依頼があり、体験ブースを設置しています。 

      ※報告書を提出済みです。 

 体験内容：Nintendo Switch のゲームをフレックスコントローラーとジョイスティックを用いた 

体験コーナー 

      ※ゲームはマリオカート、ぷよぷよ、テトリス、東京オリンピック 2020 

 使用備品：Nintendo Switch 

      ゲームソフト 

      フレックスコントローラー2 台 

      ジョイスティック２台 

      モニター2 台 

      PC1 台 

      配線用のコード類 

      延長コード 

      長机４脚 

      椅子６脚 

      除菌シート 

 

 

 

その他：今年度から協力団体から１名、ゲーミングフェスのトーナメントの招待枠を設けることになり、

３名のうち１名が招待枠選手としてトーナメントに参加予定。 

 

 

 

令和 6 年 9 月 11 日 

 

令和６年度商工会青年部「第２回ゲーミングフェス西之表」への体験ブース設置依頼について 

 

収支予算書  

鹿児島県作業療法士協会会長  

吉満 孝二 様  

担当：濱添 信人  

所属：種子島医療センター  

〒891-3098 鹿児島県西之表市西之表 77463 番地   



   
 

   
 

TEL：0997-22-0125 FAX：0997-22-0125 

（収入の部）  

科目  予算額  摘要  

研修会等収入  －  参加予定者 50 名×0 円 

協賛費、広告料等  －   

合計  －   

  

（支出の部） 

科 目  予算額  摘 要  

賃貸料  ¥0  

諸謝金  ¥0  

旅費交通費（講師） \0  

旅費交通費(支部員)  ¥1950 当日日当：3 名×\650 

消耗品費  ¥0    

通信運搬費  ¥19200 支部員 3 名（8h）\800×8 時間×3 名 

福利厚生費  ¥0   

渉外費  ¥   

印刷製本費  ¥0    

その他  ¥0    

合計  ¥21150    

 

 

 

以上、参加のご検討をお願いいたします。 

 

決議事項：承認 

     協会として参加するさ際アピールするポイントを明確にしていく必要がある 

      広報するにあたりのぼり、法被やビブスなどを準備してはどうか 
 
議案５ 

提出者：酒井宣政 

士会内での立場： 企画部理事 

議案： 部員の増員について 

   現在、パラ e スポーツ部員ですが、３名ほど増員をできればと考えています。種子島メンバーが２

名ということもあり、市内での活動の際のことを考えての増員をお願いしたいです。 

   



   
 

   
 

決議事項： 承認 

      3 名のうち 1名は向江さんを検討 

      LINE@、インスタで部員を募集（鹿児島本土で動ける方） 

 

議案６ 

提出者：中野宏治 
士会内での立場：学術部理事 
議案：県学会の運営委員について 

   今後の県学会運営に関する組織体制の再編を検討 

 

決議事項：運営方法については今後も検討していく必要あり 

     各部局で強みが異なるため企画を請け負うなどポイントで役割を担ってはどうか 

      部局に負担が大きくなりすぎる場合があるため必要に応じて協力していただく 

      スタッフを公募してはどうか（ライン＠など） 

      学会規模の縮小についても検討してはどうか（学術部員の意見も集めてはどうか） 

 

議案７ 

提出者：坂下寛志 

士会内での立場：広報部理事(技術班) 

議案：①公開講座等でのカウンターアプリの利用について 

 不特定多数の方に起票してもらわない場合に人数把握のために使用していただけたら 

 

   ②県士会研修会 参加者登録情報マッチングアプリについて 

 直近の研修会での協力を致します。(需要があればですが。。。) 



   
 

   
 

 

 
決議事項： 

     ①運用をすすめていく 

     ②運用をすすめていく 



   
 

   
 

     研修会、学会の参加登録時エラーチェックが簡便にできるメリットがあり 

     運用方法、操作手順については誰でも扱えるようすすめていく 

     理事全体にアプリを公開予定 

      MTDLP 研修（ハイブリット開催）が１０月にあるためその際に試用予定 

 

議案８ 

提出者：吉満孝二 

士会内での立場： 会長 
議 案 ： 田 中 理 事 、 黒 木 理 事 の 活 動 費 に つ い て 
 部 局 に よ っ て は 会 議 は ほ と ん ど な く 、 実 働 が 多 い 部 局 が あ る 。 
 照国の事務所で仕事をおこなった場合、その時間分の会議費を出したい。 

決議事項：承認 試験的に運用していく 

     補正予算を変更する必要あり（その他の理事が会議費であげている金額の平均で検討） 

     作業によっては成果物が出ない場合がある、また自宅での作業が中心な場合あり 

     PC の作業画面をスクリーンショットし teams にあげることで成果物としてはどうか 

      岩手ではタイムカートを活用している 

       

     パソコン上でログを残していく 

     →坂下さんから 

 

議案 9 

提出者：住吉賢一 

士会内での立場： 事業部理事 
議案：曽於圏域の介護認定審査委人選について。 

末永 悠里佳 (ゲスト): 理事監事 曽於地区介護保険組合より、介護認定審査会委員の推薦依頼が届きました。 

締め切りが、9 月 27日（金）となっております。 
理事監事 / お知らせ で 2024 年 8 月 5日 10:44 に投稿しました 
締め切り：9/27(金) 

 

↓↓↓ 

①末吉会場は平尾先生に再任の依頼を行うべきか？６年以上経過しているか不明。 

②有明会場の認定審査委員をどのように依頼するか？ 

 

決議事項： 

     ①6 年以上経過しているが今期の再任を依頼 

      平尾先生は吉満会長から連絡をしていただく 

https://teams.microsoft.com/l/message/19:ac5d0d28e61047a5b75de0cff71f1c88@thread.tacv2/1722822241675?tenantId=36adadb4-e2f9-4fe8-afeb-1fd8e28231ae&groupId=dc163552-fb92-4986-938c-61a04bf22fac&parentMessageId=1722822241675&teamName=%E7%90%86%E4%BA%8B%E7%9B%A3%E4%BA%8B&channelName=%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B&createdTime=1722822241675
https://teams.microsoft.com/l/message/19:ac5d0d28e61047a5b75de0cff71f1c88@thread.tacv2/1722822241675?tenantId=36adadb4-e2f9-4fe8-afeb-1fd8e28231ae&groupId=dc163552-fb92-4986-938c-61a04bf22fac&parentMessageId=1722822241675&teamName=%E7%90%86%E4%BA%8B%E7%9B%A3%E4%BA%8B&channelName=%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B&createdTime=1722822241675


   
 

   
 

     ②予備審査員についても候補を探していく 

      次回以降同様の事項がないようスケジュールを把握していく必要あり 

 

2 カ年計画の発表 

 ・ 

 ・ 

 

その他 周知事項 

・組織図を作り直すためリスト記入を各担当理事は記入をお願いします 

・委嘱状について 様式を用意する 各自ダウンロードし手書きで使用ください 

・名刺作成 

 →西さんにリンク貼り付けを依頼 

・財務依頼書を９月末まで 

・IKOT会議は会議費支払いなし 

 

Ⅳ.次回会議 

 令和６年 10 月 21日 （月）19 時～ 


